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論文内容の要旨

(目的)

複雑心奇形に対する右心バイパス手術は，右室を除く Fontan 手術(右房一肺動脈バイパス手術〉か

ら，右房・右室を全く欠いたより完全な右心バイパス術へと発展してきた。この間，右心バイパス術後

の血行動態の基本的な問題が検討されてきたが，実験的に適切なモデルを欠いていた，かっ術後急性期

の管理法，特に薬剤の選択については，未だ明確にされていなし、。そこで本研究では，犬を用いて完全

右心バイパスモデルを作成し，その血行動態的特徴をカテコールアミンおよび血管拡張剤に対する反応

の面から明らかにすることを目的とした。

(方法)

1 )実験モデルの作成;雑種成犬 9 頭(平均体重8.0kg) を用いて，両側第 4 肋間開胸下に上下大静脈

聞を人工血管でバイパスし，上大静脈切断端を右肺動脈に端側吻合した。冠静脈血は右室流出路一

左房間チューブでシャントさせ，下大静脈の右房流入部および肺動脈幹を遮断することにより，す

べての体静脈血が両側肺に直接還流されるほぼ完全な右心バイパスモデルを作成した。

2) 実験モデルの血行動態的特徴と薬剤に対する反応;本実験モデルに対し容量負荷および下大静脈圧

C 1 V C P) は25cmH 2 0 に保ち， norepinephrine CN E P) , isoproterenol C 1 S P) , phentolaｭ

mine CP HN) の三薬剤投与時の血行動態の反応を検討した。血行動態の指標として心拍出量

CCO)，心拍数 CHR)，平均大動脈圧 CAOP)，平均肺動脈圧 CP AP)，平均左房圧 CLAP)，

体血管抵抗 CSVR)，肺血管抵抗 CPVR) を測定した。各薬剤の投与量は， NEP は0.2 ， 0.4, 

0.8μg/kg/min， 1 S P は0.04， 0.08, 0.16μg/kg/min， PHN は10 ， 20, 40μg/kg/min 
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とし，濃度変更毎に測定した血行動態の値を各薬剤の投与直前の control 値と比較した。

(成績)

1 )この実験モデルにおいて術後平均 5 時間19分::t42分の血行動態の観察が可能であった。 IVCP

を25cmH 2 0 に維持した時， CO は97 ::t 24ml/min/kg， A 0 P は73 ::t 17mmHg ， P A P は 17::t 

1 mmHg, LAP は 6 ::t 3 mmHg, S V R は6 ， 160 ::t 2 ， 070dyne sec cm-
5
, PVR は1 ， 360 ::t 643dyne

sec cm-5 であった。

2 -1) 容量負荷において， 1 V C P20cmH 2 0 を control とし， 25 , 30, 35cmH 2 0 に上昇させると

COは各レベルで有意に上昇した (P<O.01)。この時SVRには有意の変化はみられなかったが，

PVRは有意に低下した (P<0.05)

2 -2) 薬剤投与による指標別血行動態の測定値を，その control と各薬剤での変化が最も大きいもの

と比較すると， CO は， NEPでは97士 24から 79 ::t20ml/ min/kg に有意に低下し， 1 S P では

76 ::t 19から 92 ::t 24ml/min/kg， P HNでは66士 11から 88 ::t 22ml/min/kg にそれぞれ有意に上

昇した(いずれも P<O.Ol) o AO P は， NEP , ISPでは有意の変化を認めず， PHNでは66 ::t 13か

ら 56 ::t 14mmHg に有意に低下した (P<O.Ol) o LAP は， NEP , PHNでは有意の変化を認め

ず， 1 SPでは 5 ::t 2 から 3 ::t 3 mmHg に有意に低下した (P<O.Ol) o SVR は， NEP で6 ， 160 士

2 ， 070から 8 ， 590 ::t 2 ， 430dyne sec cm -5 に有意に上昇し， 1 S P で6 ， 810 ::t 2 ， 150から 5 ， 330 ::t 1, 460dyne 

sec cm -5, P H Nでは7 ， 360 ::t 1 ， 720から4 ， 370 ::t1， 250dyne sec cm- 5 にそれぞれ有意に低下した(し、

ずれも P<O.Ol) o P V R は， 1 S Pでは有意の変化を認めず， NEP で1 ， 360 ::t 643 から 1 ，840::t 

712dyne sec cm -5 に有意に上昇し， PHNでは2 ，100 ::t 601から l ， 540±545dyne sec cm5 に有意に

低下した(いずれも P<O.Ol)

(総括)

1 .雑種成犬を用いて，冠静脈血以外の体静脈血のすべてを，右房および右室を介さず直接に肺へ循環

させる完全右心バイパスモデルを作成し， これを 9 頭に行い平均 5 時間19分の血行動態を観察しえ

た。

2. 中心静脈圧を20cmH 2 0 から35cmH 2 0 まで上昇させた容量負荷において，体血管抵抗に有意の変

化はみられず，肺血管抵抗は有意に低下し，心拍出量は有意に上昇した。

3. 薬剤に対する反応では， a) norepinephrine は，体血管抵抗および肺血管抵抗を有意に上昇させ，

心拍出量を有意に低下させ， b) isoproterenol は肺血管抵抗に有意の変化を与えず，体血管抵抗

を有意に低下させ，心拍出量を有意に上昇させ， c) phentolamine は，体血管抵抗および肺血管

抵抗を有意に低下させ，心拍出量を有意に上昇させた。
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論文の審査結果の要旨

本研究は，雑種成犬を用い，全体静脈血が直接肺動脈に循環する完全右心バイパスの実験モデルを作

成し，このモデルにおいて， norepinephrine は体および肺血管抵抗を上昇させ， isoproterenol は，体

血管抵抗および左房圧の低下をもたらし， phen tolamine は体および肺血管抵抗を低下させ，心拍出量

は後 2 者で増加することを明らかにしたものであるO

この成績は，複雑心奇形に対する完全右心バイパス術後急性期の治療に有用な知見であり，学位に値

すると考える O
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